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やきもの個展のご案内

坂本 素行展
－ 造り込んだもの －

会期：２０１４年４月 24 日（木）～６月７日（土）

会場：ＬＩＸＩＬギャラリー

│本リリースに関するお問い合わせ先│

LIXIL ギャラリー（ http:// www1.lixil.co.jp/gallery/ ）
所在地：東京都中央区京橋 3‐6‐18 東京建物京橋ビル LIXIL：GINZA 2F 
広報担当：大橋 恵美

TEL．03‐5250‐6530 

■作品名 「象嵌金彩 縞」 2014 年 径 15.5×H13.3cm
撮影：斎藤光治

LIXILギャラリーでは2014年4月、やきもの個展をリニューアルオープンさせていただくことになりました。

新しくなったやきもの個展では、美術評論家・日本陶磁協会事務局長 森 孝一氏をアドバイザーに迎え、 
「生活とアート」をコンセプトに新しい切り口の展覧会を開催してまいります。今後とも変わらぬご愛顧のほど、

何卒宜しくお願い申し上げます。

ＬＩＸＩＬギャラリーからのお知らせ



「坂本 素行展 －造り込んだもの－」

2 ＬＩＸＩＬギャラリー

LIXIL ギャラリーでは 2014 年 4 月 24 日（木）～6 月 7 日（土）の期間、

「坂本 素行展 ―造り込んだもの―」を開催します。

坂本 素行の作品は、象嵌技法を用いたコーヒーカップを中心としたテーブル

ウェアです。細かい線から広い面まで様々な色土を象嵌することによりつく

られ、高度な技術の精緻で繊細な作品は、高い評判を得ています。本展では

コーヒーカップの他、ポットやクリーマ、小筥など約 20 点を展示します。

│開催概要│

「坂本 素行展 －造り込んだもの－」

会 期 2014 年 4 月 24 日（木）～6 月 7 日（土） 
★オープニング・パーティー

日時：2014年4月24日（木）18：00～19：30 
休 館 日 水曜日および 5 月 25 日（日） 
開館時間 10：00～18：00  
企 画 株式会社 LIXIL 
会 場 LIXIL ギャラリー

観 覧 料 無料

会場写真 http:// www1.lixil.co.jp/gallery/ 
 会期開始 5 日目から会場写真をご覧頂けます。

■作品名「象嵌金彩」

2014 年

径 14.5×H9.8cm 
撮影：斎藤光治

（個人蔵）



「坂本 素行展 －造り込んだもの－」

3 ＬＩＸＩＬギャラリー

│展覧会の見どころ│

１．象嵌金彩

象嵌技法は、素地に線彫りや印花を施し、その中に地色と異なる泥を塗りこ

めて器面を装飾する方法です。

坂本 素行の象嵌は、様々な色土を細い線から広い面まで象嵌し、点描やグラ

デーションで陰影をつけたり、色をぼかしたりといった技法によって、繊細

で精緻な中に濃密で装飾豊かな世界をつくり出しています。

坂本は旅行で度々パリを訪れる中で、そこで見た風物から受けたインスピレ

ーションから、色合いの濃い、存在感のある作品を目指し制作に取り組んで

います。

２．テーブルウェアの世界

坂本 素行の陶歴では、病気の食事療法のために自ら料理をつくることで、器

の作品に変化が表れました。一杯のコーヒーを美味しく味わうために、象嵌

コーヒーカップは誕生しました。本展では、その贅沢な世界を表現するコー

ヒーカップ、デミタスカップ、ポット、シュガーポット、クリーマ、小さな

壺や小筥などのテーブルウェア約 20 点を展示します。

│作者略歴│
坂本 素行 （Ｍｏｔｏｙｕｋｉ Ｓａｋａｍｏｔｏ）
1950 年 東京都生まれ

1970 年 私立育英工業高等専門学校デザイン科卒業

カーデザイナーとして日産自動車に入社

1974 年 高麗青磁に魅せられ、象嵌技法に興味を持ち、独学で陶芸を始める。

1976 年 ＜小紋象嵌壺＞が日本伝統工芸展に初入選

1980 年 日産自動車を退職し、陶芸家として独立

1981 年 個展（京都髙島屋）

1984 年 個展（日本橋髙島屋）

1985 年 個展（大阪髙島屋）

美濃地方の粘土・長石などの採集を始め、灰釉陶器の研究を始める。

1986 年 二人展 洋画家・高橋幸彦（神田・工芸サロン壺好）

古陶磁を勉強するため壺中居を紹介される。

1992 年 個展（名古屋松坂屋）、東京美術倶楽部「ニューアートウェーブⅢ」出品

1994 年 個展「蜜象嵌展」（神田・工芸サロン壺好）

初個展「鉢のかたち」（日本橋・壺中居）

1995 年 「象嵌コーヒーカップ展」（日本橋三越）

「灰釉陶器展」（日本橋髙島屋）

1997 年 「灰釉陶器展」（燈々庵ギャラリー）

二人展 ジュフ・シャピロ（ニューヨーク・ギャラリーDAIICH）

「食器展」（ギャラリー・レトアール）

1998 年 伝統工芸新作展第 30 回記念賞受賞

1999 年 「象嵌鉢展」（日本橋三越）、「食器展」（ギャラリー・レトアール）

2000 年 「空想する宴展」（日本橋・壺中居）この頃から、毎年パリに出掛ける。

2001 年 個展（日本橋三越）2003、2005 
2002 年 個展（日本橋・壺中居）

2003 年 個展（銀座・黒田陶苑）

2006 年 6 回のパリ小旅行によって、日本美術と西洋美術の往復を体験し、色合

いの濃い存在感のある作品の制作を目指すようになる。

2007 年 「象嵌陶芸展－季・取取に」（日本橋・壺中居）

2008 年 「象嵌陶芸展」（日本橋三越）、2010 
2009 年 「象嵌陶芸展」（板橋・瑞玉ギャラリー）、2012 
2013 年 象嵌コーヒーカップを中心に独自のテーブルウェアの世界を目指す。 


